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㸰 応募⪅の◊✲㐙⾜⬟力及び◊✲環境 

応募⪅の研究ィ画の実⾜可⬟性を示すため、(1)これまでの研究活動、(2)研究環境㸦研究㐙⾜に必せな研究施タ・タ備・研究

㈨料等を含む㸧について㸰㡫以内でグ㏙すること。 

「(1)これまでの研究活動」のグ㏙には、研究活動を中断していた期㛫がある場合にはそのㄝ明などを含めてもよい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ຌཻ意事項の಼༲をॉ෾に確೟し、研究計画௒ॽの作੔࣎にはこのテキストボックスごと削ঈすること○ 

 

※留意事㡯㸸 

1. 研究業⦼㸦ㄽ文、ⴭ書、産業㈈産権、招待ㅮ演等㸧は、⥙⨶的にグ㍕するのではなく、本研

究ィ画の実⾜可⬟性をㄝ明する上で、その根拠となる文献等の主せなものを㐺宜グ㍕するこ

と。 

2. 研究業⦼のグ㏙に当たっては、当ヱ研究業⦼を同定するに十分な情報をグ㍕すること。 

例として、学⾡ㄽ文の場合はㄽ文名、ⴭ⪅名、掲㍕ㄅ名、巻号や㡫等、発⾲年㸦す暦㸧、ⴭ

書の場合はその書ㄅ情報、など。 

3. ㄽ文は、既に掲㍕されているもの又は掲㍕が確定しているものに㝈ってグ㍕すること。 

 

○ຌཻ意事項の಼༲をॉ෾に確೟し、研究計画௒ॽの作੔࣎にはこのテキストボックスごと削ঈすること○ 


